令和８年度欧米向け商品開発及びファムツアー事業委託　仕様書

１　委託事業名
　　令和８年度欧米向け商品開発及びファムツアー事業委託

２　事業目的
つくば霞ヶ浦りんりんロードの利用者は年々増加傾向にあるが、毎年行っているアンケート調査では、食事関連以外の項目で消費が少なく、消費単価の向上が課題となっている。
インバウンド、特に欧米主要国は消費金額が高いため、県内への誘客により消費単価の向上が期待できる。
本事業で、欧米からの訪日客向けに、東京から日帰りまたは１泊２日の行程で利用できるレンタサイクルを使った体験プランを開発し、今後は旅行会社やOTA（Online Travel Agent：オンライン旅行会社）のサイトへの掲載を目指す。
将来的には、奥久慈里山HR、大洗・ひたち海浜SR等への展開も検討する。

３　委託期間
　　契約締結の日から令和９年３月３１日（水）まで

４　委託内容
（１）レンタサイクルを活用した通年プランの企画、造成
つくば霞ヶ浦りんりんロード周辺のレンタサイクルと、地域の観光資源を組み合わせた通年プランを企画、造成すること。
（ア）利用者ターゲット：米国、英国、フランス
    ・プランのターゲットは上記３か国からのインバウンドとするが、その他適当な欧米の
国や地域があれば提案による。
（イ）プランの企画・造成：
・プランの体験時間は、半日～１泊２日とすること。
・サイクリング初級～中級者向けの内容とすること。
・プランの企画・造成内容にあたっては、発注者と協議の上確定させるとともに、発注
者及び地域事業者との連絡調整を丁寧に行うこと。
（ウ）プランの造成数：２件以上
（エ）プランの想定参加人数：２名以上の参加を想定
（オ）造成したプランについて：
　　・造成したプランは、次年度以降商品化して、OTAに掲載することを想定し、運営、販路、広報、人材確保等を考慮した内容にすること。

（２）造成したプランを磨き上げるファムツアーの実施
　　上記（１）で造成したプランを、より売れる商品として磨き上げるため、プランを行程に含めたファムツアーを実施する。
　①ファムツアーの実施　
（ア）実施回数：２回以上
（イ）招聘人数：６名以上（１回あたり２～３名程度を基準とする）
（ウ）招聘者　：次年度以降の商品化や販路開拓に適当な者
　　例）・大使館職員
　　　 ・国内外に本店や支店がある旅行会社、OTA関係者
（エ）行　　程：
・１泊２日～２泊３日程度（県内に宿泊）
　　・上記（１）で　造成したプランを行程に組み込むこと
（オ）実施調整：
　　・ファムツアーの実施にあたっては、必要に応じて、各施設・団体・管理者等への許可申請手続き、ガイド（観光案内、サイクリングガイド、サポートライダー等）の手配を行うこと。
　　・招聘者に対しては、事業前及び事業後に十分に情報を提供すること。
　・ツアーに係る交通の手配、調整を行うこと。
・ツアーに係る行程の施設や交通、宿泊、食事の手配、調整（諸経費の支払いを含む）を行うこと。
・必要に応じて、通訳の手配もすること。
・ツアーに同行し、全行程の実施記録を作成すること。
・参加者の安全を確保すること。
・ツアーの実施に当たり、撮影された動画、写真については、県において活用（ウェブサイト、雑誌または広報等のメディアへの掲載など）できるものとすること。

　②ファムツアー実施後のアンケート実施・集計・分析
　　・ファムツアー実施後にはアンケートを行い、その結果について、集計及び分析をすること。
　　・分析には、必要に応じて翻訳するとともに、グラフや図表を使い、良かった点や改善すべき点について分かりやすく示すこと。

　③プランの改善
　　・上記②の内容に基づき、プラン内容の改善を行うこと。
　　・プランは、次年度以降商品化できるような形にすること。

５　秘密保持
本事業を行うため、個人情報を取り扱う場合は、「個人情報の保護に関する法律」を準用するとともに、個人情報保護に関する法令を遵守すること。


６　成果品等
（１）成果品
①　事業実施報告書　２部
②　①の電子データ（ワード、又はエクセルデータをＣＤ又はＤＶＤにより提出）１式
③　本業務で撮影した全ての画像及び動画（ＣＤ又はＤＶＤにより提出）１式
④　ファムツアーで実施したアンケートの集計表（Excel表形式）
（２）納品先
　　　〒３１０－８５５５　茨城県水戸市笠原町９７８番６
茨城県政策企画部スポーツ推進課

７　その他
（１）打合せ
　　・本事業の実施に際しては、委託者及び関係者からの意見・要望等を聴取し、委託者と協議のうえ、業務成果へ切実に反映させること。
・受託者は、事業着手前には打合せを行い、その記録を作成し、委託者に提出すること。
・打ち合わせに要する経費は、本事業に含むものとする。
（２）資機材等の手配について
各個別の事業に定めのあるもののほか、委託業務に必要な資機材等（カメラ・照明・マイク・編集用パソコン・カメラマン等）は、受託者が用意すること。
（３）著作権の取扱い
　　・受託者は、委託者に対し、成果品にかかる著作物が第三者の著作権その他第三者の権利を侵害しないものであることを保証するとともに、本事業を実施する上で発生する権利関係の処理及びこれに関する一切の費用負担は受託者が責任を持って行うものとする。
・本委託業務の実施による文章、画像、音声その他一切の著作権については、委託者が保有するものとし、受託者が複写、複製その他の方法により他の利用に供する場合は、あらかじめ委託者の承諾を得なければならない。
・受託者は、成果品にかかる著作者人格権を有する場合においても、これを行使しないものとする。
（４）仕様書に定め無き事項等
　本事業の受託者は、下記の事項に従い事業を実施することを要する。
・事業の趣旨に鑑み、必要となる一切の業務を行う。
よって、本書に明記していない事項についても、本事業を遂行するうえで当然備えるべき事項については、要求内容に含まれるものとして、委託者の指示に従い対応すること。
・その他、受託者側からも積極的な提案をし、事業効果の最大化に努めること。
・また、本書に記載されている業務内容に疑義が生じた場合は、委託者及び受託者双方協議の上、決定するものとする。ただし、甲乙間の協議により疑義が解決しない場合には、受託者は委託者の指示に従うこととする。


８　実施スケジュール（予定）
	2026年10月
	業者決定

	11月
	プラン造成

	12月
～2027年1月
	・ファムツアー、アンケート実施
・プランの改善

	2月
	実績報告





